
 
 

 

学習ノート活用事例 【C 生物育成に関する技術 ～スプラウト栽培～】 

１．使用した学習ノートのページ 

 P.45～47 「資料 スプラウトとは」 

      「３ 育成環境と植物の成長について考えよう」 

 
２．実践の様子 

１ 

○ スプラウトについて調べる。 
 ・これまでの栽培経験を振り返りながら、栽培技術に興味をもつ。 

・P45 資料を使いながら、スプラウトの特徴や栽培方法を知り、学習の見通しをもつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

○ １回目のスプラウト栽培の計画を立て、栽培を行う。 
 ・利用例の写真や市販のカイワレダイコンを観察し、栽培目的や、そのための色・丈を

考える。 
・上記の願いを実現するための育成環境について考える。 

 ・自分で設定した育成環境に基づき、播種を行う。 
 ・１週間後の授業まで、栽培記録を取りながら、育てる。 
 
 
 
 
 
 

利用例の写真を提示し、利用目的・
そのための丈の長さ・色などを設定

させる。 

 栽培経験や、その時の苦労などから、適切
に育成環境を管理する必要性をもたせる。 
そして、育成環境によって育ち方が大きく

変わり、短期間でくり返しできるスプラウト
栽培を行っていく。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P.45 の読み合わせをしながら、簡
単に特徴をまとめさせた。 

目的を明確に設定させ、２回の栽培を通し
て、このカイワレダイコンを目指す。 

１回目の栽培計画と記録 



３ 

○ １回目の栽培の結果をまとめ、２回目の栽培への見通しをもつ。 
 ・自分の栽培結果をまとめる。 
 ・クラス全員の結果を表にまとめ、栽培結果と育成環境の関係について考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

○ ２回目の栽培計画を立て、栽培を行う。 
 ・カイワレダイコン栽培の願いに基づき、育成環境を考える。 
 ・育成環境に基づき、播種を行う。 
 ・１週間後の授業まで、栽培記録を取りながら、育てる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の育てたカイワレダイコン
を図に記入させる。 
 また、黒板（ホワイトボード）
にこの表を投影し、クラス全員の
栽培結果をまとめる。 

結果から考察をする。特に日光
を当てる時間によって色や丈に違
いが見られることに着目させた。 

自分の１回目の栽培結果や、友
の栽培結果を活かし、育成環境を
考えるため、２回目も考えの根拠
を記入させた。 



５ 

○ スプラウト栽培のまとめを行う。 
 ・２回目の栽培結果をまとめる。 
 ・学習経験を活かし、市販のカイワレダイコンの栽培方法について考えてみる。 
 ・振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．まとめ 
  本実践では、ほぼ学習ノートの流れに沿って行ってみたが、とても便利で使いやすいと感じた。資

料はスプラウト栽培について必要な情報がうまくまとまっているので、短時間で簡単にスプラウトの
概要を把握できた。また、P46,47 は願いを明確に設定し、その実現のために育成環境をまとめ、栽培
の経過も記録できる。２回の栽培が見開きページでまとまっているのも良い。ぜひ先生方にも活用し
ていただきたいページである。 

  今後も、題材展開を見直したり、まとめ方についても工夫したりしながら、より良い活用方法につ
いて考えていきたい。 


